
・内容を充実
・独立した章（ガイドライン）として再構成

抽出

景観読本の目次 ʷ更新前ー
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景観読本の目次 ʷ更新後 1/2ー
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景観読本の目次 ʷ更新後 2/2ー

景観コラムの 追加

景観コラム
デジタルサイネージが都市景観にもたらす影響について
（大阪大学 大学院工学研究科准教授 福田 知弘）

大阪大学の福田准教授に執筆いただきました。



Ⅱ屋外広告物の景観形成

（略）

４デジタルサイネージの取扱いについて

（１）対象となるデジタルサイネージ

（２）協議対象地区

（３）協議等手続のフロー

（４）設置基準 一覧

（５）低層部における設置基準の解説

（６）中層部への設置の前提となる

地域独自の基準の策定について

（７）建築物低層部への設置者による

内部取扱規定の策定について

デジタルサイネージガイドラインの構成

Ⅶデジタルサイネージガイドライン

１ はじめに
２ 協議対象

協議の対象となるデジタルサイネージ
協議対象地区

３ 基本方針ー景観誘導の考え方

４ 設置基準
建物低層部に設置する場合
建物中層部に設置する場合

５ 設置基準の解説
建物低層部
建物中層部
コンテンツ作成のポイント
デジタルサイネージ設置時チェックシート

６ 協議等手続きについて
必要な提出書類について
内部取扱規定・地域独自の基準の策定について
設置協議
実施報告

現状 変更（読本の抜粋）

下線部の太字部分が今回充実させる項目で、特に「５設置基準の解説」を充実
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太字

充実させる
項目

＝

特に充実

※部分的な解説



解説を充実させる設置基準について

・前提条件（にぎわい形成）

・設置位置、大きさ、形態・意匠の基準

（高さ、視点場）

・周辺への影響を抑えるための基準

※低層部と同じ

・コンテンツの基準 （デザイン性）

建物低層部 建物中層部

・前提条件（周辺との調和、内部規定）

・設置位置、形態・意匠の基準

・大きさ（１か所）の基準 ※解説無し

・総量の基準 ※解説無し

・快適な街路景観創出のための基準

２㎡以下とする場合

２㎡超え５㎡以下とする場合

・周辺への影響を抑えるための基準（輝度、色彩）

・コンテンツの基準

（周辺景観への配慮、公序良俗、不快感や不安感）

太字部分の解説を 充実

要綱（別表第１）に規定する項目のうち、太字の項目について内容を追加・補足します。
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規定一覧



デザイン部会での検討項目

• コンテンツの基準（P25）

• 快適な街路景観創出のための基準（P21)

周辺環境との調和に配慮する。

敷地内の視点場となる空間の
広がりを確保する。

周辺景観に配慮したものとする。
見る人に不快感や不安感を与えないものとする。
デザイン性の高いものとする（建物中層部）

コンテンツのデザイン
（レイアウト、文字の大きさ、文字数等）

筐体（自立型）のデザインについて

セットバック空間のあり方について

• 前提条件（P16）

（参考）スケジュール

令和３年４月１日（木） 要綱改正
令和３年７月29日（木） デザイン部会 ：ガイドライン（案）の確認
令和３年12月27日（月） 都市景観委員会 ：ガイドライン（案）の確認
以降 HP公表

１

２

３

主な検討項目

新たに追加する項目のうち、以下の点について主に検討を行いました。
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要綱上の項目



ここからは、デジタルサイネージガイドラインの内容をご説明いたします。

資料3-2「デジタルサイネージガイドライン（案）」を合わせてご覧ください。
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